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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 
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ｒ
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を
開

設
し

ま
し

た
！

 
未

来
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
も

見
れ

ま
す

。
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ユ

ニ
オ

ン
長

崎
で

検
索

！
 

 

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
紙
「
未
来
」
は
本
号
が
今
年

最
後
の
発
効
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
一
年
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
恒
例
で
す
が
こ
の
一

年
を
振
り
返
り
ま
す
。 

第
一
で
す
。
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
長
崎

と
し
て
は
、
こ
の
三
月
に
和
解
し

た
郵
政
長
崎
の
労
働
契
約
法
二
〇

条
裁
判
の
勝
利
的
和
解
が
一
番
で

す
。
原
告
四
名
が
提
訴
し
、
昨
年

二
月
に
始
ま
っ
た
非
正
規
の
契
約

社
員
差
別
の
解
消
に
つ
い
て
、
郵

政
が
格
差
を
認
め
て
損
害
金
を
原

告
に
支
払
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

 

原
告
団
四
名
は
、
額
の
多
寡
で

は
な
く
、
郵
政
が
、「
今
後
と
も
期

間
雇
用
社
員
の
待
遇
改
善
に
真
摯

に
努
め
る
」
と
約
束
を
し
た
こ
と

を
評
価
し
ま
し
た
。
支
部
も
、
今

後
と
も
、
非
正
規
の
期
間
雇
用
社

員
な
ど
の
格
差
是
正
の
復
権
で
た

た
か
い
続
け
ま
す
。 

  

二
番
目
で
は
、
十
月
に
行
わ
れ

た
総
選
挙
で
の
敗
北
で
す
。
選
挙

は
、
前
例
の
な
い
野
党
共
闘
を
組

み
、
小
選
挙
区
で
の
圧
勝
を
目
指

し
ま

し
た

が
、

結
果

は
残

念
な

も
の

と
な

り
ま

し
た
。
こ
れ
は
野
党
共
闘
に
敗
因

が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
自
民
党
が
、

安
部
の
疑
似
政
権
の
菅
首
相
を
引

き
ず
り
下
ろ
し
、
目
く
ら
ま
し
的

な
岸
田
首
相
の
表
面
的
な
「
和
解
」

路
線
を
と
っ
た
こ
と
で
支
持
率
を

上
げ
た
こ
と
で
す
。 

  

さ
ら
に
は
立
憲
、
国
民
、
社
民
、

共
産
、
れ
い
わ
の
統
一
を
、「
立
憲

共
産
党
」
と
批
判
す
る
反
共
攻
撃

に
、
野
党
が
負
け
た
か
ら
で
す
。

わ
け
て
も
、
連
合
の
芳
野
新
会
長

が
選
挙
直
前
に
、
「
統
一
に
不
快

感
」
を
表
明
し
、
統
一
選
挙
闘
争

の
足
を
引
っ
張
っ
た
こ
と
で
す
。

次
は
来
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
を

た
た
か
い
ま
す
。 

  

し
か
し
、
野
党
共
闘
は
安
部
、

菅
の
国
家
主
義
政
権
を
退
陣
に
追

い
込
ん
だ
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ

れ
は
大
き
な
出
来
事
で
す
。
一
歩

前
進
・
半
歩
後
退
の
政
治
の
歴
史

を
、
働
く
人
の
目
線
で
、
働
く
人

の
た
め
の
政
治
に
変
え
る
努
力
を

続
け
ま
す
。 

  

三
番
目
で
は
、
世
界
に
最
も
影

響
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

に
ト
ラ
ン
プ
が
敗
北
し
、
バ
イ
デ

ン
が
新
大
統
領
に
つ
い
た
こ
と
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
は
ア
メ
リ
カ
第
一

主
義
の
国
家
主
義
で
す
が
、
最
後

は
選
挙
結
果
す
ら
認
め
な
い
暴
挙

に
出
て
、
議
会
襲
撃
と
い
う
ク
ー

デ
タ
ー
ま
が
い
の
暴
動
は
、
許
さ

れ
な
い
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
バ

イ
デ
ン
は
、
富
裕
層
の
増
税
を
掲

げ
、
新
自
由
主
義
か
ら
の
決
別
を

宣
言
し
た
こ
と
は
大
き
い
出
来
事

で
し
た
。 

 
 
 

 
 

四
番
目
は
、
や
は
り
三
年
目
に

入
る
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。
新
た
な
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
は
三
十
年
お
き

に
起
こ
る
と
「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
史
」
で
石
弘
之
さ
ん
は
書

い
て
い
ま
す
。
未
発
見
の
ウ
イ
ル

ス
は
数
十
万
種
も
あ
る
と
も
い
い

ま
す
。
人
類
史
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス

の
攻

撃
か

ら
辛

く
も

生
き

残
っ

た
人

の
子

孫
だ

と
も
い
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
防

衛
で
、
自
身
の
身
を
守
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

  

そ
れ
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化

で
の
猛
暑
、
化
石
燃
料
で
の
環
境

破
壊
、
汚
染
な
ど
で
災
害
も
多
発

し
ま
し
た
。
地
震
と
か
火
山
と
か

の
自
然
現
象
は
と
も
か
く
、
人
が

自
ら
の
生
産
活
動
な
ど
で
解
決
で

き
る
も
の
は
、
人
と
企
業
の
努
力

は
必
要
で
す
。 

四
十
五
億
年
の
歴
史
が
あ
る
地

球
を
、
人
類
は
わ
ず
か
二
百
年
の

産
業
革
命
以
降
の
生
産
活
動
＝
環

境
破
壊
で
、
そ
の
寿
命
を
終
わ
ら

せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
現
実

を
理
解
し
、
し
っ
か
り
し
た
全
世

界
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

五
番
目
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
大
き

い
ニ
ュ
ー
ス
も
多
か
っ
た
年
で

し
た
。 

 

第
一
は
大
谷
翔
平
選
手
の

M
VP

で
す
。投
打
の
二
刀
流
の

活
躍
は
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ

で
も
百
年
ぶ
り
の
歴
史
を
塗
り

替
え
る
最
高
の
活
躍
で
、
称
賛

さ
れ
る
選
手
で
し
た
。 

次
が
、
ゴ
ル
フ
の
松
山
選
手

の
マ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
で
し
ょ
う
。

ゴ
ル
フ
を
や
ら
な
い
人
も
、
喜

ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に

は
大
坂
な
お
み
選
手
が
昨
年
の

全
米
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
に
続
き
、

今
年
２
月
の
全
豪
オ
ー
プ
ン
テ

ニ
ス
で
も
優
勝
し
た
こ
と
は
特

筆
す
べ
き
快
挙
で
し
た
。 

 

訃
報
で
す
。
こ
の
一
二
月
一
四

日
に
亡
く
な
ら
れ
た
松
江
國
晴
さ

ん
は
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
長
崎
の
支

部
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
退
職
後

は
ユ
ニ
オ
ン
の
事
務
所
当
番
を
長

く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
支
部
は
、

彼
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
た
た
か

い
続
け
る
こ
と
を
彼
に
誓
い
ま
す
。

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。 

  

最
後
で
す
が
、
十
月
の
支
部
大

会
で
十
年
間
支
部
長
を
務
め
ら
れ

た
高
口
美
和
子
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、

山
田
武
明
さ
ん
が
支
部
長
に
就
か

れ
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

郵
便
労
働
者
は
年
末
年
始
も
な

く
、
超
繁
忙
で
、
大
変
ご
苦
労
様

で
す
。
で
は
よ
い
お
年
を
。 
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